
7　2014年（平成 26年）11月 16日日

「名張市・伊賀市消防本部合同
訓練」を実施します   ◎小雨決行

日時　11月25日火 午前9時30分～10時30分
場所　中央浄化センター（蔵持町里）
内容　名張市と伊賀市の隣接地で林野火災が
発生したとの想定で、名張市消防本部から
４隊、伊賀市消防本部から１隊出動し伊賀
地域の災害対応能力の強化を図ります。

 名張消防署　 63‐0999

1月5日から住民票の写しなどの
コンビニ交付を開始します

利用時間　午前 6時 30分～午後 11時
利用店舗　全国のセブン・イレブン、ローソン、
サークルKサンクス、ファミリーマート

対象証明書　住民票の写し、住民票記載事項証
明書、印鑑登録証明書、所得（課税）証明書、
課税・非課税証明書、戸籍記載事項証明書

◎利用には、あらかじめ住基カードが必要で
す。詳しくは、お問い合わせください。

 総合窓口センター  63‐7440「正月用の寄せ植えと介護予防・
元気体操」参加者募集

日時　12月11日木 午後1時30分～3時30分 
場所　名張市シルバー人材センター（丸之内）
講師　稲森 敏昭さん（名張園芸福祉ボランテ
ィアの会）　定員　25人　※先着順

対象　市内在住60歳以上の人
参加費　1,000円（材料代）
申込　11月28日金までに、電話で問い合わせ先へ

 名張市シルバー人材センター
　 63‐6800

産官学連携「学生がつくる！
名張市旅行商品企画コンテスト」
を実施します　　　　〔学生対象〕

　観光資源の掘り起こしや、新たな観光旅行
商品を生み出すことを目的に名張市域および
周辺地域における滞在型の旅行商品企画を、高
校生以上の学生に新しい視点で提案いただくコ
ンテストを実施します。
募集企画　▼名張市域を対象とする旅行企画
※名張市域を中心に近隣の地域（伊賀市、
津市、奈良県宇陀市、曽爾村、御杖村）
を企画に組み合わせることも可　

　▼新規性かつ実効性のある募集型旅行商品
企画で、テーマは自由に設定

　▼出発地は旅行者の居住地など、当該募集
型旅行商品が販売される地を設定

　▼平成27年4月～平成28年3月の間に出発す
る企画商品を想定

　▼応募点数は、1人（組）につき、1点まで
応募資格　観光や旅行に関心を持つ高等学校
以上の学生　※個人でもグループでも可。
大学院生・専門学生含む。高校生は学校を
通じて応募してください。

応募期限　平成27年1月30日金
※応募方法など詳しくは、市ホームページを
ご覧ください。

◎平成27年2月上旬に一次審査（書類審査）
を実施し、2月下旬に一次審査を
通過した10人（組）程度による
公開プレゼンテーションを開
催予定です。優秀作品など
には副賞（旅行券や地元
特産品）があります。

 観光交流室　 63‐7648

「アルコール健康障害対策基本
法推進の集い in 三重」を開催

日時　11月30日日 午後1時～4時 
場所　三重県庁議堂（津市広明町）
◆ 講演 1（午後 1時 15分～ 1時 35分）
演題　「基本法制定を目指した三重県での取り

組み経過と三重県における今後の課題」
講師　猪

い の

野 亜
あ ろ う

朗さん（かすみがうらクリニッ
ク副院長）

◆ 講演2（午後1時50分～2時50分）
演題　「三重県が切り拓く新たな可能性～飲酒

運転 0
ゼロ

条例とアルコール健康障害対策基
本法～」

講師　今
いまなり

成 知美さん（NPO法人A
ア ス ク

SK 代表）
※その他、心理教育絵本の朗読や医師会、行
政などからのメッセージ発表があります。

定員　250人　※先着順
◎参加無料。申込方法など詳しくは、問い合
わせ先へ

 三重県こころの健康センター（技術指導課）
　 059‐223‐5243

1歳6か月児健診

1月6日火・7日水

12月2日火・3日水

3歳6か月児健診

1月20日火・27日火

12月9日火・16日火

生後5か月～8か月ごろの離乳食教室
12月10日水 午後2時～3時30分 ※要予約
★ 乳幼児健康相談（同日 午前9時30分～11時受付）

 健康支援室   63‐6970

保　  健センター（朝日町）での　
 親子すくすく行事

● 25年5月生

● 25年6月生

● 23年6月生

● 23年7月生
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審査を
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開

11‐1号掲載「空き家の活用」について　▼空き家の活用は大変良い事業です。高齢化が進み、空き家が増えるいっぽうです。名張市全体が活性化さ
れるよう期待します。 ▼空き家対策は必要です。住宅地ばかりでなくて農村地も同じで、名張市をアピールし若者を誘致したいものです。

読者の声
広報メールサポーターから…
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料金受取人払郵便

差出有効期間
平成27年6月
30日

名張局承認
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名張市長　亀井　利克　行
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　「市長への手紙」は直接市長が拝見し、必要に
応じて、担当室などに調査・検討を指示します。
質問や回答の内容は、市ホームページや広報紙
でもご紹介しています。
　持続可能な自治体を目指す中、「あれかこれか」
と事業を選択しなければならないこともありま
すが、これは、皆さんのご意見を伺いながら進
めていく必要があります。また、普段の暮らし
の中で気に掛かることをお寄せいただくことは、
さまざまな業務を改善するチャンス
にもつながります。
　これまで一度も「市長への手紙」
を書いたことがないという皆さ
んも、一度、気軽にペンをと
ってみてください。幅広い
皆さんからの声をお待ち
しています。

す。また、普段の暮らし
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